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Webサイト「Test.jp」をしてみた会社のスタッフ
は、お互いに結果を見せ合い感想を言い合うなど、思
いのほか盛り上がっていました。関心は私にもおよ
び、「猪俣さんは何タイプですか？」「一番高いのはプ
ロモーターだよ」「おーっ」。その後、スタッフ４人、
プロモータータイプの説明をじっくり読み始めたらし
く、会社の隅のほうから「猪俣さん、さっすがぁ。す
ごぉーい」とひそひそと声が流れてきました。感情を
込めて、あるときは高かったり、あるときは低かった
り。ああ、なるほど。プロモータータイプが聞いて喜
ぶフレーズを皆で練習しているのね。なんだか恥ずか
しい。でも、このツール、社内のコミュニケーション
活性化に結構役立つじゃないか、とも実感しました。
さて、当のＩ君はサポータータイプが一番高いという
結果でした。特徴は次の通りです。
・人を援助することを好み、温かな穏やかな性格で協
調性を大事にする。
・他人の気持ちに敏感で仕事よりも人間関係を優先
させる、その反面、決断力が乏しくもなる。
・大切にしている価値は周囲との「合意」。故にNoと
言いにくい傾向がある。などなど。
やっぱりそうだったんだ。日頃の彼のコミュニケー
ションのとり方を思い出しました。相手の期待に沿う
ように控えめに話しをする、会話に「そうですね」な
ど同意が多い、自分の意見は遠慮がちに最後に話す。
聴き手でいることが多い、自分にできることはないか
など頻繁に周囲に声をかけている、など。資料にはサ
ポーターへの「承認（相手の存在を認めていることを
伝えるスキル）」は次のようにするとよいと紹介され
ていました。「合意を大事にするサポーターには、頻
繁に『それでいいんだ』というメッセージを投げかけ
ること。『すごい！』と結果をみて大きなほめ言葉を
かけるよりは、プロセスをしっかりみて、たびたびね
ぎらいの言葉をかけるほうが受け止めやすい。例えば
『いつもありがとう』『助かっているよ』『嬉しいよ』な
ど相手の貢献を承認する言葉を頻繁に与えること」。
この前のように大げさに皆の前で私にほめられて随分
と居心地が悪かったろうな…。
数日後。Macの前で腕組みしながら企画書を煮詰め
ている私の右隣にはリズミカルにページ編集をしてい
るＩ君がいました。しばらくしてＩ君の右隣に座って
いるAさんがスキャニングをしに席をたつと、部屋に

は私とＩ君の２人きり。心の中で軽く咳払いをしつつ
「Ｉさん」そっと声をかけました。さりげなく、さり
げなく伝えること。普通の会話調が大切。「Ｉさん。
この前ミスしたときの注意事項を付箋に書いて目立つ
ところに貼ってるんだね。同じミスをしないように工
夫しているんだね」Ｉ君、頬から口元にかけて表情が
和らぎます。よし、いい感じ。「Ｉ君、６月の頃はこ
の仕事をするのに一日かかっていたじゃない。それが
今では半日でできるようになったよね。この前、お客
様が『Ｉさんにはとてもお世話になっている。わがま
まなこちらの校正にも気持ちよく丁寧に応対してくれ
てとても助かっている。ありがとうってＩ君に猪俣さ
んからも伝えてください』って言われたよ。私もそれ
を聞いて嬉しかったなあ」。Ｉ君、さすがに嬉しそう
に上半身をもぞもぞと動かし「ああ～、そうですか。
それはよかったです」と満面の笑み。「Ｉ君。成長し
ているよね。これからもよろしくね」。はいっ、と小さ
く返事するＩ君からは、安堵感と小さな自信が内側か
らあふれてくるような感じが伝わってきました。よ
かった。こういうふうに伝えればいいんだな。その後、
Ｉ君は心が安定してきたのでしょう。ミスがほとんど
といっていいくらいなくなりました。あの当時、複数
のお客様から不思議そうに言われていたことを思い出
します。「猪俣さんのところはいい若手が多いよね」
「猪俣さんは若い人を活かすのが上手だよね」。若いか
らこそ周囲の言葉や態度の影響を素直に受けやすいの
かもしれません。そして、自分の存在を認めてもらい
たいとも誰もが共通してもっているとも思います。そ
れを日々満たすのが上にいる人の大切な仕事。もちろ
ん叱ることも大切ですが。私は、あなたはできる人と
信じている、裏表ない期待感をこめて叱るときは叱
る。同時にできているところも伝える。それを繰り返
していくうちに「打てば響く」人に成長していくので
はないのでしょうか。肝は相手が受け取りやすいコ
ミュニケーション。そのヒントがこのタイプ分けには
満載です。大切なのは、相手をどうにかこうにか変え
ようするのではなく、何度もいいますが、いかに相手
が受け取りやすいコミュニケーションを自らが創って
いくこと。効果、大ですよ。
（参考書籍：『熱いビジネスチームをつくる４つのタ
イプ』鈴木義幸　ディスカバー社）
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